
 

 

 

 

平成２２年４月に「平成２２年度全国学力・学習状況調査（文部科学省）」

が実施されました。 

 本調査は、今年度より全国の全児童・生徒が実施する方法から、文部科学

省が一部の児童・生徒を抽出して実施する方法および希望する学校に問題等

を提供し、学校ごとに利用する方法に変更されました。 

 青梅市では、抽出校も含めた全小・中学校が調査の実施を希望し、国語、

算数・数学の２教科について、基本的な「知識」に関する問題（Ａ）と、知

識・技能を活用する問題（Ｂ）の２種類の調査を実施し、結果を分析して今

後の各学校における授業改善の方向性を明らかにしました。 

各学校においては、本調査の結果を活用し、児童・生徒一人一人への指導

の充実を図ります。また、教育委員会では、学校と連携し、青梅市における

学力向上の取り組みを一層推進してまいります。 

 

   平成２２年４月 

 

 

 

種類 問 題 出題の意図 対象 実施教科 

A 

 

主として「知識」

に関する問題 

身に付けておかなければ後の学

年等の学習内容に影響を及ぼす

内容や、実生活において不可欠

であり常に活用できるようにな

っていることが望ましい知識・

技能などを中心とした出題 

市内小学校 

第６学年 

全児童 

 

市内中学校 

第３学年 

全生徒 

国語 

算数・数学 

Ｂ 
主として「活用」

に関する問題 

知識・技能等を実生活の様々な

場面に活用する力や、様々な課

題解決のための構想を立て実践

し評価・改善する力などに係わ

る内容を中心とした出題 

※学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する「質問紙調査」については、

抽出校のみの実施となりました。 

 

 

 

 

平成２２年度 

全国学力学習状況調査の概要について 

１ 実施時期 

２ 調査内容 



 

 

 

小学校 中学校 

 課題 授業改善の視点  課題 授業改善の視点 

国

語 

A 

 

知 

識 

 

 

 

 

 

 

 

○該当学年までに習  

 った漢字を正しく 

 書く力 

 

 

 

○中心となる登場人

物やその相互関係

をとらえ、心情を

叙述と関係付けな

がら読む力 

○聞き手に話の意図   

 が伝わるように、 

 話全体の構成を工 

 夫する力 

 

 

 

 

 

 

 

□日常的に文や文章の中で

既習の漢字を活用するよ

うにし、獲得した語いを漢

字で表現させる。また、国

語辞典や漢和辞典で調べ

る習慣を身に付けさせる。 

□物語を読む際には、行動や

会話、情景などの叙述に着

目しながら、登場人物の相

互関係を整理して読むよ

うにさせる。 

□話の意図が聞き手に伝わ

るように、事象と感想、意

見を区別して話すように

意識させる。また、相手や

場に応じて話す内容や話

し方を工夫させる。 

国

語 

A 

 

知 

識 

  

 

 

 

 

 

 

○述べられている内

容とその根拠との

関係について考え

る力 

 

○該当学年までに習

った漢字を正しく

書く力 

 

 

○語句の意味を理解

し、文脈の中で適切

に使う力 

 

○漢字の楷書と行書

との違いを理解す

る力 

 

 

 

 

 

 

 

 

□身の回りにある情報を読む

際に、述べられている内容と

その根拠との関係が適切で

あるかどうかを考えさせる

ようにする。 

□日常的に文や文章の中で既

習の漢字を活用するように

し、語や語句として理解し、

文脈に即して使えるように

させる。 

□類義語を使い分けたり、同音

異義語の意味の違いを考え

たりする学習活動を取り入

れる。 

□同じ文字の楷書と行書を比

較させ、筆順などの違いにつ

いて考える学習活動を取り

入れる。 

国

語 

B 

 

活 

用 

 

 

 

 

 

 

 

○必要な要素をおさ

え、与えられた字

数に即して要約す

る力 

○物語を読んで自分

が思ったことや考

えたことを、理由

を明確にしてまと

めて書く力 

 

 

○目的や意図に応じ

て、聞き手を引き

付けるように話す

力 

 

 

 

 

 

 

 

□登場人物の行動や場面の

移り変わりなど、読みの視

点をもち、叙述にもとづい

て読むようにさせる。 

□物語全体の構成や展開を

押さえて読むことと、優れ

た叙述に着目して読むこ

とを螺旋的・反復的に繰り

返し、感じたことや考えた

ことなどをまとめながら

読むようにさせる。 

□話し手は、話の全体の構成

や言葉遣いを工夫するよ

うにさせ、聞き手は、話の

中心や話し手の意図に気

を付けて聞くようにさせ

る。 

国

語 

B 

 

活 

用 

  

 

 

 

 

 

 

○書かれている情報

を的確に関連付け

て読む力 

 

○文章から必要な情

報を集め、資料に表

れている工夫を自

分の表現に役立て

て書く力 

○表現の仕方に注意

して読み、内容につ

いて理解する力 

 

○文章の内容や表現

の仕方をとらえ、自

分の考えを明確に

説明する力 

 

 

 

 

 

 

 

□身の回りの情報を目的や意

図に応じて的確に読み、自分

の意見や感想をもつように

させる。 

□収集した情報を目的に応じ

て整理し、聞き手に分かりや

すく伝わるように内容と形

式を考えてまとめさせる。 

 

□文章の表現に着目し、読んで

考えたことについて意見を

交流する学習活動を取り入

れる。 

□幅広く文学的文章を読む機

会を設け、文章の内容や表現

の仕方にもとづいて、自分の

言葉で考えをまとめる学習

活動を継続的に取り入れる。 

○ 国語 

３ 調査の概要 

【重点課題】 

・既習漢字を正しく活用する力 

・登場人物を相互に関係付けて読

む力 

・話全体の構成を工夫する力 

 

【重点課題】 

・内容とその根拠を考える力 

・既習漢字を正しく活用する力 

・文章の形式に即して読み取る力 

・楷書と行書の違いを理解する力 
 

【重点課題】 

・話を要約する力 

・自分の考えをまとめて書く力 

・効果的に話す力 

【重点課題】 

・情報を関連付けて読む力 

・資料の表現を活かして書く力 

・内容を理解する力 

・自分の考えを書く力 



○ 算数・数学 

 

小学校 中学校 

 課題 授業改善の視点  課題 授業改善の視点 

算

数 

A 

 

知 

識 

 

 

 

 

 

 

 

○計算の順序につい

てきまりを理解

し、計算する力 

 

 

○表された図や表か  

 ら、分数の意味を  

 理解する力 

 

○割合の意味を理解

し、百分率を求め

る力 

 

 

○資料が表している

内容を正確に読み

取る力 

 

 

 

 

 

 

 

□式のどの部分から計算す

るかによって、計算結果が

違ってくることについて

児童自身が説明できるよ

うにさせる。 

□等分で表されていること

に気付かせる活動を取り

入れ、分数で表すことがで

きることに気付かせる。 

□何が比較量で、何が基準量

であるのかをとらえさせ

るために、数量の関係をテ

ープ図に書かせたり、文で

表現させたりする。 

□グラフの一部だけをとら

えさせるのではなく、グラ

フの特徴や傾向について

着目させ、発表し合う場を

取り入れる。 

数

学 

A 

 

知 

識 

  

 

 

 

 

 

 

○連立二元一次方程
式とその解を理解
し、計算を解くこと
ができるとともに、
利用することがで
きる力 

 

 

○線対称、点対称につ
いての理解を図り、
対象性に着目して平
面図形に対して直感
的に図形みる力 

 

 

○一次関数の値の変
化の割合とグラフ
の特徴を読み取る
とともに、一次関数
を利用できる力 

 

 

 

 

 

 

 

□代入法や加減法を用いるこ
とによって、一つの文字が消
えることに気付かせ、その上
で、一元一次方程式に帰着し
て解くことができることを
説明する。最後に解を元の式
に入れ、計算を確かめさせる
活動を取り入れる。 

□紙でできた図形を折って重
ね、線対称について理解を深
める活動を取り入れる。さら
に、折られてできた２つの図
形の関係を気付かせるため
に、できた図形について話し
合う活動を取り入れる。 

□関数の関係を式に表してか

ら、数値を代入し、自分のと

らえた関係と式が一致する

かを確かめさせる活動を取

り入れる。 

算

数 

B 

 

活 

用 

 

 

 

 

 

 

○計算についてのき

まりを理解し、出

された式を（ ）

を使って、正しい

式に修正する力 

 

 

○与えられた条件、

図形の定義、事象

から見いだした条

件などから、根拠

を明確にして、そ

の図形を判断する

力 

 

 

 

 

 

 

□問題場面を正しく理解さ

せる話し合い活動などを

取り入れ、その上で、四則

を混合ができることや、

（ ）を用いた一つの式

（総合式）になることに気

付かせる。 

□身の回りの事象から図形

を見いだす活動を取り入

れ、その根拠についての説

明を発表させたり、理由を

書かせたりする活動を取

り入れる。 

数

学 

B 

 

活 

用 

  

 

 

 

 

 

 

○筋道立てて考え、事

柄が一般的に成り

立つことを説明す

る力 

○三角形の合同条件

を理解し、それにも

とづいて三角形や

平行四辺形の性質

を論理的に確かめ

る力 

○グラフと事象の関

係を的確にとらえ、

数学的に表現され

た結果を、事象に即

して解釈する力 

 

 

 

 

 

 

 

□文字式を使って、生徒に説明

させる際に、結論とその根拠

について明らかにさせる活

動を取り入れる。 

□証明するにあたり、根拠とし

てどのような性質や関係が

用いられているのかを説明

させる活動を取り入れる。 

 

 

□事象を観察して、グラフに表

す活動を取り入れたり、事象

に即してグラフの特徴を解

釈したりする活動を取り入

れる。その際には、数学的な

用語を用いて表現させるこ

とが重要である。 

【重点課題】 
・四則混合の計算についての理解 
・分数の意味について理解 
・百分率を求める力 
・資料を正確に読み取る力 
 

【重点課題】 
・方程式の意味を理解し、それを

用いることのできる力 
・平面図形についての理解 
・一次関数についての理解 
 

【重点課題】 
・計算の順序についての決まりを

もとに式を修正する力 
・事象から見いだした図形を判断

する力 
 

【重点課題】 
・事柄が成り立つ理由を説明する

力 
・証明の意義と方法を説明する力 
・グラフの特徴を説明できる力 
 


